
 

 

 

 

第 1461 回例会報告          平成２８年６月２日（木）晴 

頃出席報告 

会 員 数      38 名 

出席対象        36 名 

出席者数     32 名 
出 席 率   88.9％ 

前回修正   97.2％ 

■ニコニコ BOX 

９名   27,000 円 

累  計   535,000 円 
目標額     60 万円 
達成率       89.2％    

■今週のことば 

帝国データバンク津禰鹿様、本日は卓話を快くお受け
いただきありがとうございます。 
楽しみにしております。よろしくお願いいたします。 

            国際奉仕委員会 成山秀幸 

福島さんのお顔を久しぶりに拝見して安堵しました。 
  御子柴文夫 
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会長挨拶 

会長 御子柴文夫 

告知と挨拶 

先日ガールスカウトの入団式に出席して

助成金をお渡ししてきました。その折の三村青少

年奉仕委員長のボーイスカウト時代に得た経験が

人世に生きているお話はガールスカウトの子供達

と共に感銘を受けました。改めて三村さんを見直

した日となりました。 

さて、ロータリークラブの会長挨拶はロータリーの

告知であるべきとのご指導を受けておりましたが

最終月となりました。 

告知の意味のとらえ方にも色々ありますが国際ロ

ータリーからの告知について無視した状況となっ

ております。 

パストガバナーの卓話にも同様な内容があったこ

とは記憶に新しいことですがロータリー活動の意

義つけが国により大きく異なっております。世界か

ら見れば日本は異端に追いやられている様で

す。 

例えば We serve の捉え方などです。 

いろいろな社会情勢があり考え方も多様になるの

は頷けます。 

2600 地区にも多数のクラブがあり、それぞれの特

色を持たれております。どこが良いと言うよりは多

様性を認め合う組織だと言えます。 

当クラブの素晴らしさは諸先輩が各人の多様性を

認めて我慢して許して下さっていることと私は思

います。 

新たに加わって下さる会員の皆様に この素晴ら

しさを体感して頂くのは例会への参加しかないと

思います。声かけあってのお誘いをお願いしま

す。 

年間の挨拶は「初期は 命の大切さ そして 大

切な個人 更に周囲の大切さ そして集団となっ

たときのその責任の重さ 最後に 今後なすべき

こと 」の流れで進めるように努めてまいりました。 

つたない挨拶にお付き合い頂き感謝しておりま

す。 

ただ 世の中の混乱した変化の速さに戸惑いを覚

えております。 

あと４回の例会があります。背伸びせず感謝しな

がら取りまとめてまいります。 

◇幹事報告◇ 
【報告事項】 

１．諏訪湖ロータリークラブ第７期会長で 1995 年

～1996 年諏訪分区代理を務めました 林一男 

殿が、平成２８年５月２７日ご逝去されました。ご冥

福をお祈りします。なおロータリークラブへ遺志金

をいただきました。 

2.規定審議会で大きな変更がありました。ロータリ

ーの友6月１６Pをご覧ください。運用は原年度で

検討し９月ごろを目途に２６００地区としての方針
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が示されるそうです。 

【連絡事項】 

都合の理事会が開催されました。例会予定などは

ファックスしますのでご確認ください 

◇委員会報告◇ 

【社会奉仕委員会】 

６月 26 日は「ブナの森・里山整備」です。FAX で

参加の可否をご連絡ください。 

 

 

 

 

本日のスピーチは西

澤賢二さんでした。 

一般的には外注先

の海外視察につい

て行く下請けと言う

のが通常ですが、下

請けについていく外

注先という珍しい経

験をしました。外注先とセブに行ってきました。 

第1461回例会 

あぶない会社の見分け方 

帝国データバンク 津禰鹿孝敏 様 

本日は、帝国データバンク 津禰鹿孝敏様に卓

話をいただきました。巧みな卓話であっという間の

３０分でした。講師がおっしゃっていたようにおよ

そ3倍の1時間半程度の時間を使ってもよいほど

の卓話でした。機会がありましたら「グローバルな

視点で」までのお話をお聞きしたいと思います。 

まず「危ない会社のチェックリポイント」というレ

ジメにより約１００個のチェックポイントを知りました。

チェックポイントは「人」「物」「金」に分類できどれ

もが当たり前のことのように思えますが、こうして体

系化されきちんと整理されたものを見るとわかりや

すく、「なるほどな」と思わせる力作でした 

情報収集のコツと題したレジメに移り、 

「かたのこり」をほぐして与信管理をすることが大

切ということを教えていただきました。 

か---かりる 

物を借りてみる。その時の対応で会社の

様子を判断する 

た---たのむ 

 同じく簡単な頼みごとをして対応を見る 

の---のぞく 

 周りにある資料や様子をさりげなく覗く 

こ---込める 

 心を込めて話をする 

り---りきむ 

 少し力んでみる 

例えば「メモと鉛筆を貸してください」と頼み、メモ

や鉛筆がすぐ出てくればきちんとしているなという

ことが分かるといった具合です。 

２つ目は倒産四苦八苦という話でした。 

「１０ ３ ４ ９ ８ 苦」と書きます。 

これは倒産などの事故の多い月を表しています。

考えてみれば日本の企業は３月９月の決算の会

社が多いのでその前後に集中するのは当たり前

の話ですが、それもこうした話で覚えておくとすぐ

に思い浮かぶことでしょう。 

もっとも現在はグローバル化が進み海外の事情も

無視できず、この１０３４９８苦も若干あてにならな

いというお話でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長﨑政直、小笠原仁、吉澤邦雄、田中久登のみなさん 

 


